
（６）　ブルーベリー
防除法 　　　　　　　　　薬　　剤　　防　　除

病害虫名 防除時期 ＲＡＣコード 薬　　　剤

1 灰色かび病 開 花 期 11 ス ト ロ ビ ー ド ラ イ フ ロ ア ブル

Botrytis cinerea M4 オ ー ソ サ イ ド 水 和 剤 ８ ０

NC カ リ グ リ ー ン

〈薬剤使用の特記事項〉

２ 斑点病 発 病 前 か ら 1 ベ ン レ ー ト 水 和 剤

Pestalotiopsis sp. 11 ス ト ロ ビ ー ド ラ イ フ ロ ア ブル

M4 オ ー ソ サ イ ド 水 和 剤 ８ ０

〈薬剤使用の特記事項〉 M4･M1 ( 混 ) オ キ シ ラ ン 水 和 剤

３ すす点病 1.排水対策を行う。 発 病 前 か ら M4 オ ー ソ サ イ ド 水 和 剤 ８ ０

Zygophiala 2.通風・日当たりをよくする。

 jamaicensis 3.周辺の宿主植物を取り除く。

〈薬剤使用の特記事項〉

４ 白紋羽病 作物が被害を 29 フ ロ ン サ イ ド Ｓ Ｃ

Rosellinia necatrix 受けた場合

５ 切り口及び傷口のゆ せ ん定 整枝 時 ､ 1 ト ッ プ ジ ン Ｍ ペ ー ス ト

合促進 病患部削り取り

直後及び病枝切

除後　　　

６ アブラムシ類 1.寄主となる植物を周辺に植えない。 発 生 初 期 4A ダ ン ト ツ 水 溶 剤

2.下草、周辺雑草を処分する。 － オ レ ー ト 液 剤

７ オウトウショウジョウ 〈薬剤使用の特記事項〉 完 熟 直 前 か ら 3A ス カ ウ ト フ ロ ア ブ ル

バエ 3A ア デ ィ オ ン フ ロ ア ブ ル

4A モ ス ピ ラ ン 顆 粒 水 溶 剤

4A ダ ン ト ツ 水 溶 剤

5 デ ィ ア ナ Ｗ Ｄ Ｇ

８ カイガラムシ類 1.冬期に､ワラ､ブラシなどでカイガラムシをすり落とす｡

９ イラガ類 1.冬期に繭を除去する。 発 生 初 期 11A デ ル フ ィ ン 顆 粒 水 和 剤

10 ケムシ類 発 生 初 期 11A デ ル フ ィ ン 顆 粒 水 和 剤

11A エ ス マ ル ク Ｄ Ｆ

11A フ ァ イ ブ ス タ ー 顆 粒 水 和 剤

11 ハマキムシ類 発 生 初 期 5 デ ィ ア ナ Ｗ Ｄ Ｇ1.新梢を糸で束ねて食害するので、見つけ
次第除去する。

防除のポイント

1.本種を対象に防除している園地では、ケ
ムシ類、イラガ類の発生が少なくなる。

1.落花後果実に付着した花弁はできるだけ
除去する。
2.圃地の排水を図る。
3.枝が過繁茂にならないような適正な施肥
をこころがける。

1.樹勢を強くし、日当りや通風を良好にす
る。
2.病葉を集めて処分する。

1.せん定時に卵がついている枝を切り取
る。

1.前作物の罹病根は集めて処分する。
2.小面積の場合は、焼土法を行うのもよ
い。
3.栽植に当たっては、発病のおそれがある
ところは植穴に粗大有機物などの埋没をし
ない。

1.オーソサイド水和剤８０は、果粒肥大期
以降の散布では果実に汚れが生じるおそれ
があるので注意する。

1.オーソサイド水和剤８０は、果粒肥大期
以降の散布では果実に汚れが生じるおそれ
があるので注意する。

1.オーソサイド水和剤８０は、果粒肥大期
以降の散布では果実に汚れが生じるおそれ
があるので注意する。

農薬の使用方法や注意事項はラベルで確認する


